
申＝申し込み　問＝問い合わせ

　

個
室
型
店
舗
に
お
け
る
外
開
き
戸

の
自
動
閉
鎖
措
置
に
係
る
火
災
予
防

条
例
の
一
部
改
正
案
に
つ
い
て
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
募
集
）

を
実
施
。
い
た
だ
い
た
意
見
は
、
本

市
の
考
え
方
を
整
理
し
て
各
閲
覧
場

所
で
公
表
し
ま
す
。

期
間
＝
12
月
15
日
㈫
〜
１
月
４
日
㈪

資
料
の
閲
覧
＝
消
防
局
予
防
課
、
各

消
防
署
・
分
署
、
市
役
所
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
、
市
立
図
書
館
、
前
橋
プ

ラ
ザ
元
気
21
内
に
ぎ
わ
い
商
業
課
、

各
支
所
・
地
区
公
民
館
で
。
ま
た
、

本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

意
見
の
提
出
＝
所
定
の
用
紙
に
住
所
・

氏
名
・
意
見
を
記
入
し
、
各
閲
覧
場

□
図
画
作
品
展

期
間
＝
１
月
７
日
㈭
〜
31
日
㈰

対
象
校
＝
天
川
小
・
上
川
淵
小
・
山

王
小
・
大
胡
小
・
時
沢
小
・
四
中
・

元
総
社
中

　

就
学
前
の
第
３
子
以
降
の
認
可
外

保
育
施
設
利
用
料
相
当
額
を
補
助
し

ま
す
。
な
お
、
平
成
21
年
中
に
利
用

し
た
分
の
申
請
は
今
回
限
り
で
終
了

し
ま
す
。

対
象
＝
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人
。

①
本
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
②
対

象
児
童
が
就
学
前
で
第
３
子
以
降
③

同
一
世
帯
で
子
を
３
人
以
上
扶
養
④

運
営
状
況
の
報
告
な
ど
を
し
て
い
る

認
可
外
保
育
施
設
（
市
外
を
含
む
）

を
利
用
し
、
利
用
料
支
払
い
済
み
⑤

認
可
保
育
所
（
園
）
の
保
育
料
を
滞

所
へ
直
接
。
ま
た
は
、
消
防
局
予
防

課
へ
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
（
２
２
０
│

４
５
２
７
）、
Ｅ
メ
ー
ル
（yobou@

city.m
aebashi.gunm

a.jp

）

問
消
防
局
予
防
課
☎
２
２
０
│
４
５

０
７
へ

　

浄
化
槽
法
に
よ
り
浄
化
槽
は
、
定

期
的
な
保
守
点
検
、
清
掃
、
法
定
検

査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
適

正
に
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。
保
守

点
検
や
清
掃
な
ど
の
契
約
内
容
、
検

査
結
果
な
ど
に
つ
い
て
、
不
明
な
点

が
あ
る
場
合
は
、
保
守
点
検
業
者
か

県
環
境
検
査
事
業
団
へ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

　

公
共
下
水
道
へ
の
切
り
替
え
な
ど

に
よ
り
、
浄
化
槽
の
使
用
を
や
め
る

と
き
は
、
南
部
清
掃
事
務
所
で
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
南
部
清
掃
事
務
所
☎
２
２
１
│
０

０
２
０
、
県
環
境
検
査
事
業
団
☎
２

３
７
│
５
１
１
１
へ

　

中
小
企
業
診
断
士
に
よ
る
経
営
に

関
す
る
無
料
の
相
談
を
実
施
。

期
間
＝
３
月
31
日
㈬
ま
で

納
し
て
い
な
い

補
助
金
額
＝
月
額
２
万
７
，
０
０
０

円
（
日
額
１
，
１
０
０
円
）
を
限
度

に
実
際
に
支
払
っ
た
利
用
料
額

申
１
月
４
日
㈪
〜
29
日
㈮
に
印
鑑
、

該
当
児
童
の
戸
籍
の
全
部
事
項
証
明

書
（
謄
本
。
前
回
提
出
済
み
の
人
は

不
要
）、
施
設
利
用
料
受
領
証
明
書

か
利
用
料
の
領
収
書
（
利
用
児
童
、

利
用
施
設
、
月
単
位
や
日
単
位
の
利

用
形
態
・
利
用
料
・
利
用
日
な
ど
が

分
か
る
物
）、
保
護
者
名
義
の
預
金

通
帳
を
用
意
し
、
前
橋
保
健
セ
ン
タ

ー
内
保
育
課
（
☎
２
２
０
│
５
７
０

６
）
へ
直
接

　

１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納
付
し
た

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
税
と
長
寿

（
後
期
高
齢
者
）
医
療
保
険
料
、
介

護
保
険
料
は
、
税
の
申
告
で
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
納

付
額
は
領
収
書
や
口
座
振
替
済
通
知

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

対
象
＝
市
内
の
中
小
企
業
者

申
に
ぎ
わ
い
商
業
課
☎
２
１
０
│
２

２
７
３
へ

　

簿
記
の
仕
訳
や
試
算
表
の
作
り
方

な
ど
を
基
礎
か
ら
学
ぶ
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

日
時
＝
１
月
18
日
㈪
〜
２
月
26
日
㈮

の
18
回
、
午
後
６
時
30
分
〜
９
時

会
場
＝
商
工
会
議
所

対
象
＝
一
般
、
先
着
30
人

費
用
＝
１
万
６
，
２
７
５
円
（
同
所

会
員
は
１
万
４
，
１
７
５
円
）

申
同
所
☎
２
３
４
│
５
１
１
５
へ

書
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
済
通
知
書
は
、
介
護
保

険
料
、
長
寿
医
療
保
険
料
が
１
月
下

旬
に
送
付
。
年
金
天
引
き
の
人
は
、

社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
な
ど
か
ら

「
源
泉
徴
収
票
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

問
国
保
税
に
つ
い
て
は
国
民
健
康
保

険
課
☎
８
９
８
―
６
２
５
０
、
長
寿

医
療
保
険
に
つ
い
て
は
同
課
☎
８
９

８
―
５
９
５
５
、
介
護
保
険
料
に
つ

い
て
は
介
護
高
齢
課
☎
８
９
８
―
６

１
５
９
へ

　

市
県
民
税
、
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
、
国
民
健
康
保
険
税
を
口
座

振
替
で
納
め
て
い
る
人
に
、
市
税
口

座
振
替
済
通
知
書
を
１
月
中
旬
に
送

付
し
ま
す
（
こ
と
し
１
月
か
ら
12
月

ま
で
の
振
替
分
）。
ま
た
、
昨
年
度

ま
で
口
座
名
義
人
あ
て
に
送
付
し
て

い
ま
し
た
が
、
本
年
度
分
か
ら
送
付

先
が
納
税
義
務
者
あ
て
へ
と
変
更
に

な
り
ま
す
。

　

な
お
、軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
は
、

６
月
中
旬
に
納
税
義
務
者
あ
て
に
送

付
し
ま
す
。

問
収
納
課
☎
８
９
８
│
６
２
２
６
へ

◆
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
第
４

期
、
国
民
健
康
保
険
税
第
６
期
＝
12

　

高
年
齢
者
の
社
会
参
加
の
実
現
を

目
的
に
支
援
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
①
〈
創
業
の
す
す
め
〉
１
月

27
日
㈬
②
〈
農
作
物
の
病
害
虫
（
野

菜
編
）〉
２
月
８
日
㈪
③
〈
求
職
者

の
た
め
の
職
業
訓
練
に
つ
い
て
〉
２

月
15
日
㈪
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

④
〈
お
い
し
い
野
菜
の
作
り
方
〉
２

月
17
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分会
場
＝
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
55
歳
以
上
、
先
着
各
20
人

申
①
は
１
月
20
日
㈬
②
は
２
月
１
日

㈪
③
は
２
月
８
日
㈪
④
は
２
月
10
日

月
25
日
㈮
ま
で

□
宝
く
じ
の
助
成
金
で
地
域
整
備

　

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
宝
く

じ
の
収
益
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
助
成
を

石
井
小
学
校
区
自
治
会
連
合
会
が
受

け
、
テ
ン
ト
、
折
り
た
た
み
椅
子
、

エ
ア
コ
ン
を
購
入
し
ま
し
た
。

問
生
涯
学
習
課
☎
２
１
０
│
２
１
９

８
へ

□
お
も
ち
ゃ
の
病
院

日
時
＝
①
12
月
26
日
㈯
②
12
月
27
日

㈰
、
午
前
10
時
〜
正
午

会
場
＝
①
は
粕
川
児
童
館
②
は
第
二

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
前
橋
保

健
セ
ン
タ
ー
内
）

問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎
２
３

２
│
３
８
４
８
へ

□
か
ら
だ
に
お
い
し
い
食
講
座
〜
適

量
バ
イ
キ
ン
グ
編

日
時
＝
１
月
15
日
㈮
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
１
時

会
場
＝
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
一
般
、
先
着
30
人

費
用
＝
材
料
費

㈬
ま
で
に
所
定
の
用
紙
に
記
入
し
、

県
長
寿
社
会
づ
く
り
財
団
（
新
前
橋

町
☎
２
５
５
│
６
４
０
０
）
へ
直
接

　

本
紙
９
月
１
日
号
で
お
知
ら
せ
し

た
都
市
計
画
案
に
つ
い
て
、
12
月
１

日
付
で
次
の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
関
係
図
書
を
縦
覧
し
ま
す
。

種
類
＝
土
地
区
画
整
理
事
業

土
地
の
区
域
＝
千
代
田
町
三
丁
目
の

一
部

縦
覧
場
所
＝
市
役
所
都
市
計
画
課

問
同
課
☎
８
９
８
│
６
９
４
６
へ

申
１
月
８
日
㈮
ま
で
に
健
康
増
進
課

☎
２
２
０
│
５
７
８
３
へ

□
ス
ト
ッ
プ
・
メ
タ
ボ
教
室

日
時
＝
１
月
14
日
㈭
・
19
日
㈫
・
28

日
㈭
、
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

会
場
＝
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
一
般
、
先
着
20
人

内
容
＝
保
健
師
・
栄
養
士
の
話
、
運

動
実
習
な
ど

申
１
月
７
日
㈭
ま
で
に
健
康
増
進
課

☎
２
２
０
│
５
７
８
４
へ

　

が
ん
集
団
検
診
の
日
程
を
追
加
し

ま
す
。
早
期
発
見
の
た
め
に
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
①
２
月
２
日
㈫
②
２
月
12
日

㈮
、
午
後
１
時
〜
２
時

会
場
＝
①
は
富
士
見
保
健
セ
ン
タ
ー

②
は
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
本
年
度
対
象
者
で
未
受
診
の

人
、
①
②
と
も
〈
子
宮
が
ん
検
診
〉
70

人
〈
乳
が
ん
検
診
〉50
人
（
各
先
着
）

費
用
＝
〈
子
宮
が
ん
検
診
〉
８
０
０

円
〈
乳
が
ん
検
診
〉
１
，
５
０
０
円

用
意
す
る
も
の
＝
受
診
シ
ー
ル

申
①
は
１
月
４
日
㈪
〜
26
日
㈫
ま
で

に
富
士
見
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
２
８
８

│
７
１
８
８
②
は
１
月
14
日
㈭
〜
２

月
５
日
㈮
ま
で
に
健
康
増
進
課
☎
２

２
０
│
５
７
８
３
へ

認
可
外
の
保
育
施
設

利
用
者
に
補
助

口
座
振
替
済
通
知
書

受
け
取
っ
た
ら
確
認
を

休
日
当
番
動
物
病
院
案
内

　
　
　

☎
２
３
２
│
６
１
８
８

講
座
に
参
加
し
て

メ
タ
ボ
を
予
防

早
期
発
見
が
大
切

が
ん
検
診
を
受
診
し
て

シ
ニ
ア
の
就
業
や

社
会
参
加
を
サ
ポ
ー
ト

都
市
計
画
が
決
定

関
係
図
書
を
縦
覧

商
工
業

都
市
計
画

法
定
検
査
を
受
け
て

浄
化
槽
を
適
切
に
管
理

各
種
保
険
な
ど

控
除
の
対
象
に

火
災
予
防
条
例
の
改
正

意
見
を
募
集
し
ま
す

経
営
の
疑
問
な
ど

専
門
家
に
相
談
を

簿
記
を
学
ん
で

資
格
取
得
を
目
指
そ
う

環
境
衛
生

国　

保

消　

防
□
10
万
２
９
６
円
＝
前
橋
広
域
再

生
資
源
事
業
協
同
組
合
か
ら
。

□
１
万
６
，
１
９
０
円
＝
東
公
民

館
一
歩
の
会
か
ら
。

○
…
以
上
２
件
は
社
会
福
祉
の
た

め
に
。

□
置
き
時
計
60
点
（
第
13
回
若
い

芽
の
ポ
エ
ム
入
選
作
品
の
記
念
品
）

＝
前
橋
西
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か

ら
芸
術
文
化
振
興
の
た
め
に
。

寄
付

児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
２
２
４
│
２
５
４
８

児　

童

税12
月
の
納
税

ミ
ニ
情
報

□建築審査会
日時＝12月22日㈫午前10時
会場＝市役所31会議室
対象＝一般、先着10人
申当日午前９時40分までに会場へ直接
問建築指導課☎898-6754へ

会議を公開します
傍聴しませんか

　道路脇や山間部、河川
敷などへ違法に物を捨て
る不法投棄が後を絶ちま
せん。投棄されたごみは、
河川や土壌など環境を汚
染し、悪臭の原因となって、
わたしたちの健康や生活
にも悪影響を及ぼす恐れ
があります。
□不法投棄は犯罪です
　指定の方法以外でごみを捨てることは法律によ
り禁止されています。違反した場合は、懲役もし
くは罰金の刑を科せられることがあります。
□不法投棄を防止するには
　日ごろからきれいで快適な環境づくりをするこ
とが大切です。投棄されたごみは、投棄者が不明
な場合、原則として土地所有者か管理者が処理す
ることになります。次のことを心掛け、きれいな
土地管理を行いましょう。
・草刈りや枝木の刈り込みなど、適切な管理を行う。
・柵やフェンスなどの設置や鎖で施錠するなどし
て、侵入防止対策を取る。
□不法投棄を発見したら
　市へ連絡してください。現地調査を行い、投棄
者が判明した場合、ごみの適正な処分などを指導
します。市民の皆さんと一体になって不法投棄を
監視し合い、きれいで快適なまちをつくっていき
ましょう。
問リサイクル推進課☎898-6272へ

みんなで監視して不法投棄を防止しよう

食
事
の
適
量
を
知
っ
て

健
康
管
理
を
し
よ
う

健　

康

適切な処理を
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